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   クラブ会長 山田 芳之 

主題 ： もう一度、持続可能なクラブ運営と活性化を目指そう！ 
Let's move toward sustainable club management and revitalization! Once more. 

クラブ役員及び各委員長 

会長 山田芳之 メネット会長 時任かな子 

副会長 湯田裕憲 地域奉仕・環境委員長 森博之 

〃 上村眞智子 ＥＭＣ委員長 時任幸四郎 

書記 小重千代美 Ｙサ・ユース委員長 蠣原郁子 

〃 小堀鈴代 ファンド委員長 中山順博 

〃 田中智子 交流委員長 上村眞智子 

〃 湯田裕憲 ドライバー委員長 前田香代子 

会計 堀川和幸 ウェルネス委員長 金澤知徳 

〃 古閑恵子 広報・ブリテン委員長 上野雄大 

〃 野村憲一 担当主事 加藤泰文 

監事・会計監査 由富章子 直前会長 中山順博 
          

２月例会記録 ニコニコファンド 

在籍会員数 31 名 メネット ３名 
２月例会 14,075円 

例会出席 25 名 ゲスト ３ 名 

メーキャップ ２名 ビジター ３名 
累計 50,453円 

出席率 87.1％ コメット    名 

～L.L.ジェーンズとジェーンズ邸～ 
L.L.ジェーンズは熊本洋学校教師として、熊本バンド

のメンバーをはじめ、多くの優秀な若者を世に送り出し
ました。ジェーンズワイズメンズクラブは、ジェーンズ
の献身的な奉仕の業と功績に敬意を表し、その名を冠に
戴いた社会奉仕団体です。 
2016年の熊本地震で全壊したジェーンズ邸は、2022年

に水前寺江津湖公園へ移転して復元整備されました。 

国 際 会 長 主 題  “Let Your Light Shine “ 
輝かそう、あなたの光を ／Urlik Lauridsen（Denmark） 

アジア太平洋地域会長主題  “Be the light for change “ 
変革のための光となろう ／利根川恵子（東日本区・川越クラブ） 

西 日 本 区 理 事 主 題  “Let’s illuminate the light of hope for the future “ 
未来に灯そう希望の光り ／深谷聡（名古屋クラブ） 

九 州 部 部 長 主 題  “Let’s take off naw  Wind blow from Kyushu” 
今こそ動き出そう 九州から風を ／中西賢一（熊本にしクラブ） 

NO.505 

      

   

日時：202４年３月１２日（火） 

  会場：ホテルキャッスル 

司会：吉本典子ワイズ、蠣原郁子ワイズ  

 

 １ 開会宣言・点鐘       山田会長 

２ 「いざたて」        全員 

３ 会長挨拶          山田会長 

４ ゲスト・ビジター紹介 

①ゲスト ②ビジター ③他クラブ 

５ ハッピーバースデー＆アニバーサリー 

６ 熊本YMCA留学生支援について 

７ 食前感謝          加藤担当主事 

  ～食事・諸報告～ 

８ MICAチャリティーショー 

９ 「なごりはつきねど」    全員 

１０ 閉会宣言・点鐘       山田会長 
 

閉会後に記念撮影を行いますので 
最後までよろしくお願いします 

 

＜ハッピーバースデー＞ 

小重千代美 ８日 前田香代子 １４日 

古閑恵子 １５日 時任幸四郎 １９日 

森 博之 ２６日 堀川留美子 ２９日 

 

＜ハッピーアニバーサリー＞  

時任幸四郎ご夫妻 １６日  

田中俊夫ご夫妻  ２２日 

CHARTERED 1987 

３月強調月間 
CS/CS 活動（地域奉仕活動）で輝く未来を。 

～CS 事業報告、CS 事業資金申請と CS 献金も宜

しくお願いします。 

川口恵地域奉仕・環境事業主任（名古屋） 

 

 

 

 

わたしの兄弟たち、いろいろな試練に出会うとき
は、この上ない喜びと思いなさい。                             
ヤコブの手紙 １章２節 
 
普通、人は辛い事や苦しいことを避け、安全や平穏
を好みます。しかし、そこに甘んじていては成長は
望めません。困難に立ち向かい、その中でもがき苦
しみながらも乗り越えていく事によって人は成長
します。その積み重ねこそが人間の度量を決めるの
だと思います。 
間もなく熊本 YMCA 学院、日本語科も卒業式を迎
えます。これから新社会人として、新たな進路へチ
ャレンジしようと羽ばたこうとしている学生達、留
学生たちにおいては、期待と不安に胸を膨らませて
いることでしょう。そんな彼らに、「若い時の苦労は
買ってでもせよ」という言葉がまさに真理であるこ
とを伝えたいと思っています。卒業生が、新たな働
きの場で様々なことにチャレンジし、地域や国際社
会の中で大活躍してくれることを心より願ってい
ます。 

 

今月の聖句  
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         第３7 代会長 

        山田 芳之 

 

◇主題 

         もう一度。 

          持続可能なクラブ運営と  

          活性化を目指そう！ 

 

ご来場の皆様、ようこそお出でくださいまして、

まことにありがとうございます。本日は地元出身の

シンガーソングライターＭＩＣＡ様のディナーショ

ー例会を計画しました。ここまで無事に開催できま

したことに対して、計画運営に携わっていただいた

メンバーの皆様に心より感謝いたします。 

この企画は、今期の新規事業として「留学生」の

生活面、日本語との関わりの機会創出等を目的にし

て始めました支援事業の一貫です。海外からの留学

生は新型コロナ禍を契機に大幅に減少しました。し

かし約 3 年経過して、ようやく以前の状況まで回復

しており、今後も徐々に学生数は増加傾向にありま

す。現在も世界各国では戦争等で大変な状態のとこ

ろがあります。そんな中で彼ら留学生はそれぞれの

想いや夢、それぞれの目的をもって来熊していま

す。多くの方がアルバイトで生活費を稼ぎながら、

日々勉学にも励まれています。先日も 2 名の学生に

奨学金の贈呈を決めましたが、日本語も上手で、素

晴らしいスピーチを話してくれました。一生懸命に

人生に取り組まれている姿に感動しました。 

ジェーンズクラブは「ＹＭＣＡ国際センター」が

あった頃から留学生の支援をしており、今は亡き田

嶌ワイズ（牧師）が主体となってポットラックパブ

等で交流を楽しんでいました。今期は、すでに交流

茶話会第一弾を終えており、今後も留学生支援を継

続していきたいと考えています。支援、サポートと

言うと何か上から目線ですから、ジェーンズメンバ

ーは留学生らとともに語り、一緒に楽しめたら最高

だと想います。まさに共に生きる社会の実現です。 

 最後になりましたが、今回のディナーショーを快

く引き受けてくださったＭＩＣＡ様に心より感謝と

お礼を申し上げます。本日お越しのたくさんの皆

様、最後までごゆっくりと楽しまれてください。 

 

 

プロフィール： 

  

MICA（ミカ） 

本名：杉嶌 ミカ 

出身：熊本県天草 
  

シンガーソングライ
ター、2023 年から
熊本県議会議員、熊
本平成音楽大学卒業
後、2004 年ミニア
ルバム「inori」で全国デビュー、シングル「出逢
えたキセキ」その他、アルバム多数発売 

 
MICA さんメッセージ  

皆様のおかげで、私もこの 20 年大好きな歌
と共に歩いてくることが出来ました。いつもそ
の感謝を忘れず、精一杯歌で想いを伝えて行き
たいと思っています。 
本日は、故国から遠い日本で、この熊本で頑

張っている留学生の皆さんが、それぞれの夢が
実現出来るよう、私の歌で励ましたいと思いま
す。 
参加された皆様と一緒に、音を通して素敵な

時間を過ごしたいと思います^ – ^  
どうぞ、宜しくお願いします。 

 
 

 

 

担当主事 加藤 泰文 
１．【YMCA】募金感謝会 

3 月 1 日、本館にて募金感謝会
を行いました。参加者 42 名の
ご参加いただき、森ワイズ、小川
ワイズ、上村ワイズにもご参加い
ただきましたが、上村ワイズには
募金表彰を贈らせていただきま
した。現在までの募金集計は以下
の通りです。 
年末募金       1298 件 9,736,692 円 
能登半島災害支援募金  113 件 2,720,961 円 
能登半島災害支援活動報告では、実際に現地にて活

動を行った中村賢次郎職員・大久保和生職員・皆見治男
職員に活動報告もいただきました。 
２．【YMCA】SDGs アクション＆ピンクシャツデー
「平和ユースフォーラム」ピンクシャツデー 
2 月 26日（月）に、「平

和ユースフォーラム」を本
館ジェーンズホールにて
行いました。学院では、
SDGs のそれぞれのテー
マについて取り組みを行
っております。今回は「平
和」をテーマに、ユースがこれまで経験してきた
YMCA の活動の報告を元に私たちが考えるべきこと、
これから取り組むべきことについて共有いたしました。 

2 月 28 日はピンクシャツデーとして違いを認め、
一人ひとりの命と尊厳が大切にされる平和な世界を目
指す YMCA として共に考える機会ともなりました。 

会長通信 
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発表者： 
「ウクライナ現地からレポート」 

特別ゲスト ウクライナYMCA マルタ・フレツカ 
「第 9 回日中韓 YMCA 平和フォーラム in 上海」 

ホテル観光科 金漢林 
「第42回広島YMCA国際青少年平和セミナーin広島」 

広島 YMCA 国際ユースリーダー  服部 唯音 
「ワイズメンズクラブ国際協会 アジア太平洋ユース
コンボケーション in ネパール」 

ホテル観光科 金丸 翔海 
「ピンクシャツデー」 

熊本 YMCA 学院校長 中村 賢次郎  

 
3．【学院】熊本 YMCA 学院 卒業式及び修了式 
○熊本 YMCA 学院精神保健福祉学科通信制 修了式 
日時：2 月 24 日（日）14:00～15:00 
場所：熊本 YMCA 本館 3 階ジェーンズホール 
◯熊本 YMCA 学院本科 卒業式 
日時： 3月 8 日（金）14:30 開場 15:00 開式 
場所：くまもと森都心プラザホール 
◯熊本 YMCA 学院日本語科 卒業式 
日時： 3月 11 日（月）13:30～14:30 
会場：熊本 YMCA 本館 ３階ジェーンズホール 
 

＜お礼＞ 
2019 年 4月～2024年 3 月の５年間、熊本ジェー
ンズワイズメンズクラブの担当主事として関わりを
持たせていただき、心より感謝申し上げます。 
ありがとうございました。 
伊瀬知ワイズ、中山ワイズ、山田ワイズ、歴代の熊本
ジェーンズワイズメンズクラブの会長、並びにクラブ
のメンバーの皆様には大変お世話になりました。 
また、日本語科を中心とした留学生支援、地域奉仕活
動等との様々な協働事業を提案、実行いただき、
YMCA の諸活動をお支えいただき、ありがとうござ
いました。 
コロナ禍の中、活動に制限はありましたが、ワイズメ
ンのモットーを大切にし前進する皆様の姿に、たくさ
んの元気をいただきました。重ねて感謝いたします。 
2024 年 4 月からは、熊本 YMCA 学院の健康スポ
ーツ科を担当しております末松大喜が担当をさせて
いただきます。 
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

書記：小重千代美 
日時：2024 年 2 月 22 日（木）19:00～21:00 
場所：YMCA 本館 
出席者：山田会長、上村、森、小重、小堀、蠣原、 
古閑、時任、堀川、千代盛、加藤担当主事 計 11 名 

【連絡報告】 

１ TOF 例会について 
出席者：メン 25名、メネット 3 名、ゲスト 3 名、 
ビジター3名 計 34 名    
森地域奉仕・環境委員長より TOF の説明あり。 

YMCA 留学生のサキャ・ビスマさんとラマ・アリ
ナさんお二人の発表は、日本語学習取り組みの経緯や
大変だったこと、実現したい夢に向けた進路等、流暢
な日本語のスピーチで、質疑応答も行われました。 

【行事確認】     

別紙レジメの通り。    

【協議・承認】      

１ ３月 EMC200％例会について 3 月 12 日（火） 
MICA さんの協力で留学生支援の『MICA チャリテ

ィーディナー例会』開催。        （承認） 
役割分担して 200％例会を迎える。留学生支援の

為、多くの方に参加してもらう。   
２ 地域奉仕活動（清掃活動＆花見交流会）について 

3 月 24日（日）ワイズデーとして、留学生及び学院
生と清掃＆花見を開催。YMCA 本館～熊本城内（無料
区域）をビブス着用でごみ拾いを行い、活動アピールに
スイングバナー掲示。拾ったごみの重さを競うコンテ
スト、参加者自己紹介などで花見交流会を行う。 

西日本区への資金援助申請書、物品購入等について 
（別紙参照：承認） 

３ 留学生への奨学金選定について  
サキャ・ビスマさんとラマ・アリナさんお二人に、

50,000 円の奨学金を贈呈。     （承認） 
４ 台北ユニオンクラブ 40 周年、ひがしクラブ 20
周年について 
4 月 20日（土）ひがしクラブ 20 周年と 
5 月 18日（土）N スピリットクラブ 10周年へ 
それぞれ祝金を贈呈。         （承認） 
台北ユニオンクラブ 40 周年への参加の旅費、スケ

ジュール等は随時報告。    
５ 旅費交通費の再検討について （継続審議） 
検討委員会メンバーは、山田会長、中山直前会長、

上村次期会長、小堀、小重書記、堀川会計、前田会議
運営委員の 7 人とし、日程等は後日検討。 （承認） 
６ 九州部評議会について 

3 月 16日（土）出欠は小堀書記に一任。YYY フォ
ーラムでジェーンズクラブの取組を、蠣原 Y サ・ユー
ス委員長と森地域奉仕・環境委員長で報告。（承認） 
７ 次期会長、主査研修会費用補助について  
登録費、交通費、宿泊費はクラブから全額補助。西

日本区及び九州部からの補助を頂いた後、クラブに返
金する。    （承認） 

【その他】 

１ YMCA より 
3 月 1 日（金）YMCA 年末募金感謝会 
3 月 8 日（金）学院生卒業式 

２ その他      
 今期西日本区献金のなかで、Y サ・ユースと CS に
は割り増して献金する。   （承認） 
      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二例会報告 ワイズソング  
いざたて 

 １．いざたて 心あつくし 手を挙げ 誓いあらたに 

   われらの モットー守る ふさわしその名ワイズメン 

   絶えせず めあて望み この身を 捧げ尽くさん 

 ２．歌えば 心ひとつに ともがき ひろがり行きて 

   遠きも 近きも皆 捧げて 立つやワイズメン 

   栄と 誉れ豊か まことは 胸にあふれん 
 

なごりはつきねど 
  なごりはつきねど 集いは果てぬ 

  今日ひと日の幸 静かに思う  

  むーーーーーむーーーーー 

 

ＹＭＣＡの歌 

 １．若人の あつきいのりは 百年の歴史をつづる 

   とこしえの のぞみにもえて さかえあり 
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《編集後記》まずは毎月のことになりますが、皆様いつもお忙しい中で原稿のご対応ありがとうございます。今月の

例会は、EMC２００％例会ということで、普段より多くの方にご出席頂いております。個人的には久しぶりの例

会参加となりますので、MICA様のディナーショーを楽しみたいと思います。携わっておられる皆様に感謝です。 

／ブリテン委員会よりああ 

司会：小堀 鈴代  
2 月１３日（火）は今年の TOF（Time of Fast）例会でした。例年と 

同様に TOF 例会の意味、意義、献金使用について等を地域奉仕・環境委員長 

の森博之ワイズより話をして頂き、その後カツカレーをおいしく頂きました。 

参加者には、ひがしクラブから３名（竹本会長、菅、柏原ワイズ）が来て頂き 

２０周年記念例会のアピールが行われ、スポンサークラブであるジェーンズ 

から多くの参加を・・・と実感したところです。又、山田会長、前田ワイズ、 

蠣原ワイズによる台湾・台北ユニオンクラブとの交流報告も行われ４月訪問と 

参加者の募集がありました。 

本日のメインは、クラブ奨学金支援が決定した日本語科留学生２名による発表です。 

2 名共にネパール出身で、わずか 2 年余りで日本語を習得し質疑応答にも自分の考え，主張を立派に話

している姿にメンバー一同は感心しきりでした。YMCA 日本語科校長の尾道さんによる進行、資料提示

での補足説明もとても理解しやすかったと思います。留学生支援はこれからも続けていく予定です。 

皆で協力していこう！と再認識できた例会でもありました。 

  
 

２月 TOF 例会報告  


